
岩
倉
具
視
の
奉
儀
局
開
設
建
議
と
宮
内
省
諸
規
取
調
所

－
近
代
日
本
の
所
謂
典
憲
二
元
体
制
の
淵
源
1

一
　
緒

言

島

善
　
高

　
明
治
二
十
二
年
二
月
十
輔
日
に
制
定
さ
れ
た
皇
室
典
範
は
、
皇
室
の
家
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
議
会
の
干
渉
を
受
け
な
い
も
の
と

さ
れ
て
、
官
報
に
よ
る
公
布
も
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
十
年
に
公
式
令
が
制
定
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
皇
室
法
も
公
布
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
皇
室
典
範
は
憲
法
と
並
ぶ
近
代
日
本
の
根
本
法
規
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
年
ま
で
の
約
八
十
年
間
、
我
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

国
に
は
所
謂
典
憲
二
元
体
制
が
存
続
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
典
憲
二
元
体
制
は
一
体
い
つ
頃
か
ら
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
小
嶋
和
司
氏
は
、
岩
倉

具
視
が
明
治
十
四
年
七
月
に
出
し
た
憲
法
意
見
書
「
大
綱
領
」
に

　
　
帝
位
継
承
法
ハ
祖
宗
以
来
ノ
遺
墨
ア
リ
別
刷
皇
室
ノ
幽
界
二
載
セ
ラ
レ
帝
国
ノ
憲
法
二
記
載
ハ
要
セ
サ
ル
事

と
あ
る
の
を
挙
げ
、
こ
こ
で
憲
法
と
「
皇
室
ノ
正
則
」
と
い
う
二
元
体
制
が
提
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
岩
倉
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の
「
大
綱
領
」
の
実
質
的
起
草
老
で
あ
る
井
上
毅
が
、
明
治
十
五
年
頃
に
起
草
し
た
「
憲
法
私
案
」
第
二
十
二
条
に

　
　
日
本
国
ハ
万
世
一
系
ノ
皇
室
ヲ
以
テ
之
ヲ
治
ム
皇
統
ノ
継
嗣
ハ
皇
室
別
段
ノ
典
章
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
ベ
シ

と
規
定
し
て
「
皇
室
別
段
ノ
典
章
」
を
想
．
越
し
て
い
な
が
ら
も
、
二
十
六
条
乃
至
三
十
条
で
摂
政
制
度
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
ら
、
小
嶋
氏
は
、
岩
倉
の
言
う
「
皇
室
ノ
憲
則
」
は
厳
密
に
限
ら
れ
た
意
味
で
の
「
帝
位
継
承
法
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
小
林
宏
氏
も
、
小
嶋
氏
や
大
石
面
罵
の
研
究
に
依
拠
し
て
、
当
時
の
岩
倉
、
井
上
が
想
定
し
た
皇
室
法
典
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

憲
法
の
規
定
す
る
事
項
を
補
足
す
る
、
い
わ
ぽ
附
属
的
な
法
規
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
岩
倉
や
井
上
が
憲
法
と
皇
室
法
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
把
握
し
て
い
た
か
は
、
暫
く
措
く
と
し
て
、
憲
法
と
は
別
個
に
皇
室

法
を
起
草
し
よ
う
と
い
う
動
き
の
淵
源
は
、
今
少
し
遡
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
明
治
十
一
年
三
月
に
岩
倉
が
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

し
た
「
奉
儀
零
点
ハ
練
餌
局
開
設
建
議
」
及
び
「
奉
儀
局
調
査
大
要
」
、
こ
れ
こ
そ
が
皇
室
法
起
草
の
淵
源
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ

る
。
勿
論
、
従
来
の
研
究
で
も
岩
倉
の
こ
の
建
議
は
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
後
の
経
緯
が
不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
岩

倉
建
議
の
歴
史
上
の
位
置
づ
け
が
曖
昧
な
ま
ま
に
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
私
は
、
い
く
つ
か
の
史
料
を
調
査
し
て
、
岩
倉
建
議
の
そ
の
後

を
跡
づ
け
た
と
こ
ろ
、
明
治
十
二
年
末
に
創
立
さ
れ
た
宮
内
省
論
調
取
調
所
に
ま
ず
引
き
継
が
れ
、
そ
し
て
さ
ら
に
明
治
十
五
年
の
内
規

取
調
局
、
明
治
十
七
年
の
制
度
取
調
局
へ
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
内
規
取
調
局
及
び
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

取
調
局
の
仕
事
に
つ
い
て
は
か
な
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
諸
規
取
調
所

に
焦
点
を
絞
っ
て
、
岩
倉
の
建
議
が
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た
の
か
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
な
お
、
史
料
引
用
に
際
し
て
は
、
正
字
略
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
る
と
と
も
に
、
適
宜
読
点
を
施
し
た
。
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二
　
奉
儀
局
開
設
建
議
に
つ
い
て

岩倉具視の奉儀局開設建議と宮内省諸規取調所

　
明
治
四
年
七
月
に
新
設
さ
れ
た
課
率
に
お
い
て
、
小
議
官
儀
制
課
長
宮
嶋
誠
一
郎
が
「
立
国
建
議
」
を
提
出
し
、
国
憲
編
纂
を
開
始
し

た
が
、
征
韓
論
の
政
変
後
に
左
院
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
国
憲
編
纂
事
業
も
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治

八
年
二
月
の
大
阪
会
議
の
合
意
を
受
け
て
「
漸
次
立
憲
政
体
の
詔
」
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
た
元
老
院
で
、
明
治
九
年

九
月
、
新
た
に
憲
法
取
調
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
と
こ
ろ
が
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
は
、
君
権
を
制
限
す
る
西
欧
流
の
憲
法
を
我
が
国
に
導
入
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
　
「
漸
次
立

憲
政
体
の
詔
」
の
文
案
起
草
に
関
与
し
た
井
上
毅
が
、
近
代
憲
法
の
本
質
を
理
解
し
な
い
岩
倉
に
対
し
て
、
近
代
的
な
憲
法
は
官
人
の
準

則
た
る
憲
法
十
七
条
と
か
貞
永
式
目
と
か
と
は
違
い
、
君
民
の
約
束
で
あ
り
、
君
民
と
も
に
服
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
諄
々
と
説
い
た
け

れ
ど
砲
岩
倉
は
・
な
お
も
こ
れ
に
承
伏
せ
ず
、
明
治
土
年
三
月
、
「
奉
玉
串
或
ハ
儀
制
局
開
設
建
議
」
を
提
出
し
、
「
我
国
体
自
フ

佗
邦
ノ
比
ニ
ア
ラ
ス
循
テ
方
今
ノ
急
務
ヲ
察
ス
ル
ニ
先
ツ
帝
室
ノ
規
制
天
職
ノ
部
分
ヲ
定
ム
ヘ
シ
」
と
し
て
、
「
帝
位
継
承
ノ
順
序
」
「
帝

室
一
芸
ノ
諸
制
」
「
儀
式
編
纂
」
「
其
他
言
値
ノ
例
規
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」
を
調
査
す
る
一
局
を
設
置
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
憲
法
事
項
四
十
二
件
、
規
制
六
十
七
件
、
儀
式
二
件
、
雑
件
三
十
二
件
か
ら
な
る
膨
大
な
調
査
置
目
、
す
な
わ
ち
「
奉
幕
営
調
査
大

要
」
も
同
時
に
提
出
し
た
。

　
こ
の
岩
倉
の
建
議
に
対
し
て
井
上
は
、
早
速
「
奉
端
局
取
調
不
可
挙
行
意
見
」
を
執
筆
、
奉
儀
予
予
目
に
は
、
政
体
と
あ
ま
り
関
係
の

な
い
呪
文
名
称
の
類
と
、
国
体
と
か
即
位
宣
誓
式
と
か
丘
上
不
可
侵
と
か
国
政
責
任
と
か
の
重
要
な
議
題
と
が
区
別
さ
れ
ず
に
混
在
し
て
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い
る
こ
と
を
批
判
し
、
し
か
も
右
重
要
議
題
は
い
ず
れ
も
君
権
制
限
及
び
民
選
議
院
設
立
の
問
題
に
帰
着
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
対
す
る
十
分
な
用
意
が
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
か
ら
、
太
政
官
中
に
一
局
を
設
け
て
こ
れ
ら
重
要
問
題
を
取
り
調
べ
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
時
代
の
風
潮
は
尋
常
の
力
の
よ
く
防
制
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
制
度
儀
文
よ
り
も
、
勤
倹
の
政
を
敷
き
農
工
を

勧
め
る
な
ど
経
済
問
題
に
力
を
注
い
で
、
四
百
万
の
国
民
が
貧
困
の
極
に
陥
り
外
国
人
か
ら
雇
役
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
主
張
し
、
奉
儀
局
設
置
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
は
、
先
行
研
究
に
依
っ
て
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
宮
嶋
誠
一
郎
が
明
治
十
三
年
九
月
二
十
九
日
に
「
考

按
」
し
た
『
国
嘉
纂
起
源
漫
誕
の
「
国
憲
編
纂
兀
老
院
宮
内
省
分
権
之
大
旨
」
に
は
、
岩
倉
が
「
奉
儀
局
開
設
建
議
」
を
出
す
に
至

っ
た
事
情
が
や
や
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
老
院
で
の
国
憲
編
纂
は
、
　
「
帝
室
二
関
ス
ル
分
」
と
「
政
府
二
関
ス
ル

分
」
と
を
振
り
分
け
て
、
細
川
潤
次
郎
や
津
田
真
道
等
の
議
官
が
編
纂
し
、
　
「
政
府
人
民
二
関
ス
ル
分
」
は
元
老
院
よ
り
内
閣
に
進
達

し
、
　
「
帝
室
ノ
分
」
は
起
草
の
ま
ま
岩
倉
の
手
許
に
差
し
出
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
草
案
を
元
老
院
幹
事
で
あ
る
柳
原
前
光
が
岩
倉
の
書

記
と
し
て
校
正
し
、
そ
れ
を
岩
倉
か
ら
宮
内
省
に
建
言
し
た
と
い
う
。
こ
の
宮
嶋
の
記
述
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
既
に
元
老
院
の
国

憲
起
草
の
時
点
で
、
国
憲
と
帝
室
に
関
す
る
法
規
と
を
別
立
て
に
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
　
「
政
府
人
民
二
関
ス
ル

分
」
が
元
老
院
の
国
憲
第
一
次
草
案
で
あ
り
、
柳
原
が
校
正
し
た
「
帝
室
二
関
ス
ル
分
」
が
「
奉
危
局
調
査
大
要
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。　

宮
嶋
は
更
に
、
　
「
国
憲
定
立
ハ
廟
堂
二
於
テ
大
臣
参
議
ヲ
御
選
任
ニ
テ
大
二
論
定
ス
レ
ハ
、
当
分
宮
中
二
巴
テ
、
古
書
ヲ
穿
墾
シ
テ
一

史
料
ヲ
作
り
考
証
二
備
フ
ル
当
然
」
と
い
う
の
が
岩
倉
の
意
見
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
　
「
政
府
人
民
二
関
ス
ル
分
」
は
大
臣
や

参
議
が
論
定
し
、
　
「
帝
室
二
関
ス
ル
分
」
は
宮
中
で
考
証
し
て
定
め
る
と
い
う
の
が
岩
倉
の
考
え
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
確
か
に
こ
の
こ
と
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は
奉
儀
局
開
設
建
議
の
中
に
既
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

　
　
先
ツ
帝
室
ノ
制
規
、
天
職
ノ
部
分
ヲ
定
ム
ヘ
シ
、
是
二
季
テ
臨
時
一
局
ヲ
設
ケ
、
儀
制
調
査
ノ
委
員
ヲ
選
ミ
、
博
ク
群
籍
ヲ
蒐
集

　
　
シ
、
祖
宗
ノ
旧
規
ヲ
考
証
シ
、
外
国
ノ
成
例
ヲ
参
酌
シ
、
帝
位
継
承
ノ
順
序
、
帝
室
歳
俸
ノ
諸
制
ヨ
リ
、
以
テ
嚢
キ
ニ
式
部
寮
ノ
申

　
　
牒
ス
ル
儀
式
編
纂
ノ
事
項
、
其
他
宮
禁
ノ
例
規
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
至
ル
迄
、
皆
之
ヲ
調
査
起
草
シ
、
以
テ
上
裁
ヲ
請
ン
ト
ス
、
如
是

　
　
ハ
帝
室
ノ
基
本
大
二
定
マ
リ
、
永
ク
尊
栄
ヲ
保
ツ
ヘ
シ
、
君
権
已
二
輩
ケ
レ
ハ
民
権
湿
度
ヲ
喩
ユ
ル
コ
ト
ナ
ク
、
上
下
相
子
リ
、
国

　
　
家
以
テ
安
シ
、
遂
二
立
憲
為
治
ノ
地
ヲ
為
シ
、
福
祉
ヲ
万
世
二
開
門
ン
、

と
見
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岩
倉
は
、
国
憲
制
定
よ
り
も
早
く
、
君
権
に
関
す
る
規
定
を
定
め
て
お
こ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
君
権
が
先
に
定
ま
っ
て
お
れ
ぽ
、
民
権
は
そ
の
度
を
越
さ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
君
権
に
関
す
る
規
定
に
は
、
上

は
帝
位
継
承
法
・
帝
室
歳
俸
か
ら
下
は
儀
式
や
例
規
ま
で
広
く
含
ま
れ
て
い
た
。

三
　
宮
内
省
諸
規
取
調
所
の
創
立

　
岩
倉
が
宮
中
に
提
出
し
た
奉
儀
局
開
設
建
議
は
、
従
来
の
研
究
で
は
結
局
実
現
せ
ず
に
終
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど

（
1
1
）

も
、
実
は
伊
地
知
正
治
に
調
査
が
委
嘱
さ
れ
、
そ
の
後
宮
内
省
内
に
諸
語
取
調
所
が
設
置
さ
れ
て
、
こ
こ
で
岩
倉
の
建
議
を
受
け
継
い
だ

の
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
明
治
十
二
年
九
月
二
十
一
日
に
岩
倉
が
伊
藤
博
文
に
宛
て
た
書
簡
に
「
吉
井
申
立
伊
地
知
え
帝
室
儀
制
調
筆
才
の
事
」
と
い

　
　
　
　
　
（
1
2
）

う
一
文
が
あ
り
、
一
等
侍
補
吉
井
友
実
の
申
し
立
て
に
よ
っ
て
、
伊
地
知
に
帝
室
儀
制
調
査
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
知
ら
せ
て
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い
る
。
こ
こ
に
言
う
「
帝
室
儀
制
調
」
が
岩
倉
の
「
奉
儀
局
留
ハ
話
調
調
査
局
開
設
建
議
」
に
基
づ
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま

い
。
周
知
の
よ
う
に
伊
地
知
は
、
か
つ
て
左
下
議
長
と
し
て
国
憲
編
纂
に
従
事
し
て
い
た
が
、
左
下
が
廃
止
さ
れ
元
老
院
に
国
憲
編
纂
事

業
が
移
さ
れ
た
こ
と
に
腹
を
た
て
辞
表
を
提
出
し
、
薩
摩
に
戻
っ
て
い
た
。
し
か
し
伊
地
知
ほ
ど
の
人
物
を
薩
摩
に
放
っ
て
お
け
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

「
薩
摩
士
族
之
方
向
は
必
寛
同
人
之
薫
陶
次
第
に
て
、
往
に
は
天
下
に
影
響
す
る
事
件
も
可
有
之
哉
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
明
治
十
二
年
四
月
に
吉
井
が
薩
摩
に
遣
わ
さ
れ
て
伊
地
知
を
連
れ
戻
し
、
宮
内
省
一
等
出
仕
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
宮
嶋
の
「
国
憲

　
　
　
（
1
4
）

編
纂
起
原
」
に
は

　
　
十
二
年
四
月
一
等
石
下
吉
井
友
実
ヲ
鹿
児
島
二
遣
ハ
サ
レ
伊
地
知
御
用
召
二
相
成
ル
。
而
シ
テ
東
京
二
来
り
宮
内
省
一
等
出
仕
ヲ
命

　
　
セ
ラ
レ
猶
又
帝
室
御
用
仰
付
ラ
ル
。
予
モ
亦
十
二
月
十
九
日
ヲ
以
テ
宮
内
省
御
用
掛
仰
付
ラ
レ
伊
地
知
ト
共
石
内
規
取
調
二
従
事

　
　
ス
。
伊
地
知
ヨ
リ
一
冊
ノ
書
付
ヲ
差
出
サ
レ
一
見
セ
シ
ニ
、
岩
倉
右
府
昨
十
一
年
三
月
奏
上
ノ
奉
画
塾
開
設
ノ
建
議
ナ
リ
。

と
見
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
宮
嶋
誠
一
郎
文
書
中
に
は
「
帝
室
典
範
之
起
源
　
露
里
取
調
所
」
と
題
す
る
日
記

風
の
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
七
三
取
調
所
が
創
立
さ
れ
た
と
き
の
様
子
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
宮
嶋
が
宮
内

省
御
揃
掛
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
十
二
月
十
九
日
、
勤
務
内
容
に
つ
い
て
は
伊
地
知
よ
り
引
き
合
わ
せ
が
あ
る
と
、
徳
大
寺
実
則
宮
内
卿
、

杉
孫
七
郎
宮
内
大
輔
、
土
方
久
元
宮
内
少
輔
か
ら
口
達
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
伊
地
知
の
自
宅
に
行
っ
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
伊
地
知
は

「
過
般
宮
中
憲
法
数
十
ヶ
条
取
調
之
義
歯
仰
付
票
、
右
ハ
大
ニ
シ
里
国
憲
二
関
係
、
小
ニ
シ
画
品
中
之
諸
勢
則
二
有
之
」
と
述
べ
、
さ
ら

に
調
査
内
容
が
多
岐
に
亘
っ
て
い
た
か
ら
か
、

　
　
①
式
部
寮
そ
の
他
宮
中
よ
ウ
掛
官
員
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
ほ
う
が
よ
い
、
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②
ま
た
内
務
博
物
手
掛
の
黒
川
真
頼
は
国
典
に
明
る
い
の
で
、
最
初
、
宮
内
本
省
よ
り
掛
け
合
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
内
務
の
ほ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
手
離
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
御
系
譜
掛
の
矢
野
玄
同
を
御
用
掛
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
い
、

　
　
③
取
調
所
は
宮
中
で
は
手
狭
で
あ
り
、
場
所
も
な
い
か
ら
、
止
む
を
得
ず
植
物
園
を
以
て
そ
の
代
り
に
し
た
い
、

　
　
④
宮
中
に
諸
事
釣
合
の
官
員
有
無
、

　
　
⑤
取
調
物
の
緩
急
順
序
、

　
　
⑥
筆
生
と
し
て
両
名
、

と
い
う
右
六
ヶ
条
を
提
案
し
、
こ
れ
を
明
日
伺
い
出
る
と
言
っ
た
と
い
う
。

　
十
二
月
二
十
二
日
、
宮
嶋
は
九
時
に
宮
内
省
に
出
勤
し
て
、
宮
内
卿
と
宮
内
輔
の
も
と
に
行
き
先
日
伺
い
出
た
件
を
催
促
し
た
が
、
暫

く
差
し
控
え
て
く
れ
と
申
し
聞
か
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
香
川
、
山
岡
、
児
玉
、
堤
、
桜
井
、
豊
野
、
岡
等
の
諸
書
記
官
に
面
会
、
香
川

大
書
記
官
に
掛
け
合
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
取
調
場
所
と
し
て
植
物
園
は
遠
い
か
ら
、
な
る
べ
く
な
ら
ぽ
宮
中
が
好
都
合
だ
と
述
べ

た
。
よ
っ
て
宮
中
に
一
局
を
設
け
よ
う
と
山
岡
が
相
談
に
来
、
面
輔
も
場
所
さ
え
あ
れ
ば
そ
れ
で
差
し
支
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

の
で
、
東
福
の
東
縁
側
の
一
間
、
す
な
わ
ち
八
景
ノ
御
間
の
雪
占
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
次
い
で
式
部
寮
掛
官
は
丸
岡
に

引
き
合
い
が
あ
っ
た
が
、
彼
は
外
国
賓
接
待
掛
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
と
て
も
両
様
は
受
け
ら
れ
な
い
と
固
辞
し
た
。
矢
野
に
は
香
川
か
ら

引
き
合
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。
帰
途
、
伊
地
知
宅
に
立
ち
寄
っ
て
委
細
を
報
告
し
、
二
十
四
日
よ
り
出
勤
し
て
開
局
し
た
い
と
申
し
置
い
た
。

　
十
二
月
二
十
三
日
、
吹
上
御
苑
で
犬
追
物
を
拝
見
し
た
折
り
に
香
川
と
面
会
、
昨
日
矢
野
と
話
し
た
と
こ
ろ
異
存
無
く
、
矢
野
は
請
け

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
但
し
、
病
身
で
毒
舌
の
身
だ
か
ら
、
自
宅
に
行
っ
て
相
談
す
る
事
と
な
っ
た
。

　
十
二
月
二
十
四
日
、
九
時
に
宮
内
省
に
出
勤
し
て
、
場
所
を
見
分
し
、
給
仕
が
掃
除
を
し
て
く
れ
た
。
椅
子
筆
硯
の
配
置
な
ど
、
す
べ
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て
香
川
が
周
旋
、
庶
務
両
人
は
、
八
等
星
稲
生
真
履
、
同
高
屋
康
功
を
斡
旋
し
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
筆
生
と
し
て
八
等
属
樋
口
真
彦
と
宮

内
省
雇
加
藤
重
任
の
両
名
が
出
勤
し
た
。
伊
地
知
は
不
参
で
あ
っ
た
の
で
、
一
封
を
出
し
出
勤
を
催
促
し
た
。

　
十
二
月
二
十
五
日
、
伊
地
知
の
見
舞
い
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
伊
地
知
は
寒
気
の
た
め
出
勤
し
な
い
の
だ
と
弁
解
し
た
。

　
次
い
で
十
三
年
の
記
事
に
な
る
が
、
一
月
中
は
何
も
記
さ
れ
て
い
ず
、
二
月
も
四
日
に
伊
地
知
が
熱
海
の
温
泉
に
発
足
し
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
三
月
二
十
四
日
、
土
方
少
輔
か
ら
宮
嶋
に
相
談
が
あ
り
、
「
今
朝
岩
倉
右
大
臣
よ
り
、
昨
年
伊
地
知
迄
内

規
取
調
之
題
目
一
巻
相
渡
置
置
処
、
右
ハ
至
急
入
用
有
之
、
拍
書
無
之
、
拍
一
本
抄
写
致
導
車
様
被
三
選
二
付
、
伊
地
知
よ
り
取
戻
し
呉

候
様
」
と
の
内
話
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
伊
地
知
へ
書
状
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
「
彼
取
調
題
目
一
巻
ハ
去
年
十
月
二
十
五
日
宮
内
卿
よ
り
被
相

渡
込
、
一
通
り
拝
見
止
処
、
中
々
一
朝
一
月
ニ
取
調
出
来
候
御
ケ
条
二
無
畏
故
、
十
一
月
三
日
、
宮
内
卿
へ
致
返
上
候
耳
付
、
一
先
ツ
土

方
少
輔
よ
り
卿
工
御
示
談
相
成
り
候
ハ
・
相
分
可
申
」
云
々
と
の
返
事
で
あ
っ
た
の
で
、
早
速
土
方
へ
書
状
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
徳
大
寺

は
忘
却
の
体
で
た
だ
ち
に
御
用
箱
よ
り
右
書
付
を
出
し
た
。
そ
こ
で
土
方
が
こ
れ
を
受
け
取
り
、
岩
倉
へ
相
廻
し
た
と
い
う
。
諸
規
取
調

所
の
調
査
大
要
の
所
在
す
ら
宮
内
卿
が
覚
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
宮
嶋
が
「
右
之
行
倒
リ
ニ
テ
取
調
之
精
神
無
之
も
可
知
ナ
リ
」

と
憤
っ
て
い
る
の
も
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。
宮
嶋
は
、
取
調
題
目
を
一
旦
返
却
に
及
ぶ
と
す
れ
ぽ
、
伊
地
知
は
必
ず
再
度
の
ご
下
命
を
待

つ
で
あ
ろ
う
、
し
か
ら
ば
、
速
や
か
に
再
度
ご
下
命
に
な
る
よ
う
手
だ
て
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
土
方
に
謀
り
、
承
諾
を
得
た
。

　
三
月
二
十
五
日
、
朝
、
伊
地
知
宅
に
行
き
、
宮
内
卿
伝
言
の
こ
陪
食
の
事
を
伝
え
た
が
、
不
快
と
い
っ
て
断
っ
た
。
そ
し
て
伊
地
知
と

「
昨
夜
柳
原
談
話
ノ
一
条
」
　
「
皇
族
僧
侶
ノ
事
」
を
談
じ
て
宮
内
省
に
出
勤
、
徳
大
寺
に
返
答
し
、
ま
た
土
方
に
も
申
し
聞
か
せ
た
。

　
三
月
二
十
七
日
、
右
大
臣
建
白
の
奉
儀
局
開
設
建
議
一
冊
の
写
の
分
を
伊
地
知
に
渡
し
て
く
れ
と
徳
大
寺
宮
内
卿
か
ら
内
意
を
受
け
、

午
後
持
参
し
、
伊
地
知
は
確
か
に
落
手
t
た
。
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以
上
が
「
帝
室
典
範
之
起
源
」
の
日
記
体
の
記
述
で
あ
る
が
、
本
冊
子
に
は
続
い
て
宮
嶋
が
同
年
三
月
二
十
九
日
に
宮
内
省
八
景
之
間

で
写
し
た
「
奉
儀
局
開
設
建
議
或
ハ
帝
室
事
務
取
調
御
用
掛
」
及
び
「
奉
儀
局
調
査
大
要
」
が
掲
載
さ
れ
、
最
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
此
一
巻
ハ
岩
倉
右
大
臣
ヨ
リ
上
奏
相
成
書
冊
な
り
、
此
を
以
伊
地
知
君
二
御
取
調
御
用
贈
呈
付
ラ
レ
シ
ニ
、
書
中
之
帝
室
二
於
テ
最

　
　
急
ナ
ル
ケ
条
を
抜
紗
し
て
取
調
可
申
旨
被
潔
し
二
、
其
通
二
而
御
聞
済
二
相
成
、
而
後
歯
本
書
ハ
宮
内
省
工
返
却
之
処
、
猶
又
宮
内

　
　
卿
徳
大
寺
殿
よ
り
伊
地
知
工
本
書
相
渡
し
可
申
旨
二
而
、
慈
善
ナ
ル
事
件
取
調
済
二
相
成
候
得
ハ
、
又
其
次
ナ
ル
も
の
取
調
文
様
下

　
　
官
ヲ
以
而
伊
地
知
工
御
渡
二
相
成
候
節
、
此
一
本
を
此
取
調
処
二
写
せ
し
も
の
也
、
本
書
ハ
伊
地
知
手
許
二
贈
ル
、

　
　
明
治
十
三
年
三
月
二
十
九
日
　
御
用
掛
宮
嶋
誠
一
郎

の
識
語
が
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
岩
倉
の
奉
三
局
開
設
建
議
に
従
っ
て
、
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日
、
宮
内
省
八
景
之
間
の
東
下

に
諸
規
取
調
所
が
開
局
さ
れ
、
そ
こ
で
伊
地
知
と
宮
嶋
が
庶
務
二
人
、
筆
生
二
人
置
使
っ
て
調
査
に
当
た
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
但
し
、
伊
地
知
は
当
初
か
ら
あ
れ
こ
れ
と
口
実
を
設
け
て
、
諸
規
取
調
所
に
は
殆
ど
出
勤
せ
ず
、
ま
た
宮
内
卿
徳
大
寺
も
こ
こ
で
の

仕
事
に
積
極
的
な
関
与
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

四
　
諸
規
取
調
所
で
の
仕
事

　
宮
嶋
誠
一
郎
文
書
に
は
諸
語
取
調
所
関
係
の
史
料
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
そ
の
一
つ
に
『
鉤
要
録
』
「
調
査
書
目
　
諸
規
取
調
所
」

と
題
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
諸
規
取
調
所
で
調
査
し
た
書
類
の
名
称
が
年
月
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
一
覧
す
れ
ば
諸
規
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取
調
所
で
の
仕
事
の
概
要
が
容
易
に
知
ら
れ
る
の
で
、
次
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
　
明
治
元
年
八
月

　
　
一
　
御
即
位
　
一
会

　
　
自
五
年
至
七
年

　
　
一
　
国
憲
編
纂
起
原
漫
筆

　
　
八
年
一
月

　
　
一
　
皇
子
皇
女
降
誕
之
節
諸
式

　
　
十
三
年
二
月

　
　
一
　
即
位
式

　
　
同
年
九
月

　
　
一
　
国
母
御
取
扱
之
件

　
　
十
三
年
十
月

　
　
一
　
有
栖
川
三
品
威
仁
親
王
御
生
母
御
取
扱
之
件

　
　
十
四
年
一
月

　
　
一
　
御
暦
奏
氷
様
御
屯
田
之
件

　
　
十
四
年
五
月

　
　
一
　
皇
后
宮
御
誕
辰
二
当
リ
当
取
調
所
ヨ
リ
献
呈
ノ
副
本
（
明
太
祖
馬
皇
后
伝
）
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同
年
十
二
月

一
　
五
等
爵
号
取
調

十
五
年
三
月

一
　
婚
姻
孜

同
年
四
月

一
　
元
服
孜

同
年
六
月

一
　
親
王
墓
標
之
取
調

十
六
年
一
月

一
　
授
時
通
孜
抜
葦

同
年
七
月

一
　
皇
后
陛
下
称
号
取
調
、
外
国
君
主
称
号
問
答

十
七
年

一
　
女
御
入
内
即
日
立
后
調
査

同
年一

　
清
国
皇
族
世
襲
降
襲
取
調

外
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殊
号
事
略

　
　
　
安
南
事
件

　
　
　
清
仏
事
件

こ
れ
ら
調
査
書
目
の
う
ち
、
　
「
国
憲
編
纂
起
原
漫
筆
」
は
宮
内
庁
書
陵
部
及
び
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
写
本
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
明
治

文
化
全
集
第
一
巻
憲
政
篇
』
や
『
秘
書
類
纂
憲
法
資
料
　
下
』
所
収
の
「
国
憲
編
纂
起
原
」
と
は
内
容
が
若
干
異
な
る
。
ま
た
明
治
十
三

年
九
月
の
「
国
母
御
取
扱
之
件
」
は
宮
嶋
文
書
中
に
現
物
が
あ
り
、
明
治
十
四
年
十
二
月
の
「
五
等
爵
号
取
調
」
と
明
治
十
六
年
七
月
の

「
皇
后
陛
下
称
号
取
調
、
外
国
君
主
称
号
問
答
」
も
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
写
本
が
あ
る
。
以
上
の
書
目
の
他
、
宮
嶋
文
書
に
は
「
朝
会

祭
祀
仮
定
礼
式
草
案
」
（
明
治
十
三
年
八
月
九
日
目
、
「
漢
土
名
称
考
」
、
「
日
本
故
事
、
外
国
称
首
」
、
「
朝
会
祭
祀
現
行
仮
定
草
案
」
、
「
帝

規
編
纂
余
事
（
全
五
冊
）
」
な
ど
の
調
査
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
こ
れ
ら
調
査
内
容
の
具
体
的
な
検
討
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
諸
規
取
調
所
で
の
仕
事
内
容
が
、
岩
倉
が
期
待
し
た

も
の
と
大
き
く
隔
た
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
果
し
て
岩
倉
は
、
明
治
十
五
年
八
月
八
日
、
宮
嶋
に
早
く
取
り
調
べ
に
着
手

す
る
よ
う
督
促
し
た
。
宮
嶋
文
書
中
の
「
帝
室
憲
法
起
原
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
宮
内
省
御
用
掛
伊
地
知
正
治
帝
室
憲
法
口
演
ノ
顛
末
覚

書
」
に
は
、

　
　
昨
十
五
年
八
月
八
日
、
岩
倉
右
府
御
内
談
有
之
候
ニ
ハ
、
憲
法
編
纂
取
調
ノ
義
追
々
延
引
致
シ
、
到
底
伊
地
知
着
手
不
致
候
ハ
・
、

　
　
卿
輔
一
庸
愚
力
担
当
致
シ
取
調
へ
塗
筆
足
下
周
旋
候
テ
ハ
如
何
、
香
川
大
書
記
官
ハ
勤
王
篤
志
ノ
者
二
候
間
、
之
ヲ
加
ヘ
テ
更
二
著

　
　
手
候
方
如
何
ト
被
申
候
、

と
あ
る
。
伊
地
知
が
着
手
し
な
い
と
な
れ
ば
、
宮
内
卿
輔
の
中
か
ら
誰
か
然
る
べ
き
人
物
、
た
と
え
ぽ
香
川
大
書
記
官
な
ど
を
選
ん
で
着
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手
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
宮
嶋
が

　
　
小
生
宮
内
二
出
仕
ハ
伊
地
知
ノ
推
挙
二
因
リ
候
欺
二
承
リ
、
且
拝
命
ノ
日
徳
大
寺
宮
内
卿
ヨ
リ
勤
方
ノ
軍
需
伊
地
知
ノ
指
図
ヲ
可
申

　
　
受
旨
口
達
モ
有
之
野
牛
ニ
テ
、
今
更
伊
地
知
ノ
著
手
無
之
処
ヨ
リ
他
人
ヲ
周
旋
シ
テ
編
纂
魯
魚
メ
候
事
ハ
中
心
早
早
安
カ
ラ
サ
ル
而

　
　
已
ナ
ラ
ス
、
不
当
ノ
処
置
ト
存
シ
候
間
、
此
段
ハ
閣
下
ヨ
リ
直
二
宮
内
卿
二
御
下
命
有
之
候
ハ
・
、
小
生
ハ
如
何
様
ト
モ
従
事
占
冠
、

と
答
え
る
と
、
岩
倉
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
な
ら
ば
考
え
直
そ
う
と
言
っ
た
。
そ
の
後
十
一
月
二
十
九
日
、
宮
嶋
が
内
閣
に
召
さ

れ
て
岩
倉
と
面
談
し
た
際
、
岩
倉
は
「
前
日
内
通
之
義
別
二
方
法
相
立
組
曲
付
、
不
遠
取
運
ヒ
可
申
」
と
話
し
、
伊
地
知
を
差
し
置
い
て

別
に
調
査
を
行
う
様
相
で
あ
っ
た
。

　
宮
嶋
は
伊
地
知
が
外
さ
れ
て
は
大
変
だ
と
思
い
、
十
二
月
一
日
に
伊
地
知
の
私
宅
へ
出
か
け
て
、
岩
倉
の
催
促
も
あ
る
か
ら
、
一
ヶ
条

だ
け
で
も
取
り
調
べ
て
は
ど
う
か
と
陳
述
し
た
。
す
る
と
伊
地
知
は

　
　
実
ハ
諸
規
則
取
調
所
御
創
立
以
来
、
彼
岩
倉
右
府
御
建
言
ノ
憲
法
規
則
ト
申
ス
条
目
ヲ
熟
覧
候
処
、
実
ハ
誰
人
ノ
書
キ
綴
り
タ
ル
モ

　
　
ノ
ナ
ル
や
逐
条
首
尾
中
々
混
雑
ノ
モ
ノ
ニ
テ
、
聖
人
復
タ
出
ル
モ
、
万
世
ノ
成
法
ト
相
成
候
爵
ノ
取
調
ハ
無
覚
束
、
到
底
如
此
ノ
無

　
　
精
神
ノ
取
調
ハ
著
手
致
度
無
之
、

と
声
を
呑
ん
で
切
言
、
そ
し
て
「
奉
儀
局
調
査
大
要
」
の
中
か
ら
最
も
条
目
の
重
い
も
の
を
「
撮
取
」
し
て
口
述
し
た
の
で
、
宮
嶋
は
直

ち
に
筆
を
執
っ
て
こ
れ
を
記
録
し
た
。
そ
れ
が
「
伊
地
知
一
等
出
仕
口
演
筆
記
」
で
あ
り
、
既
に
『
秘
書
類
纂
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
　
『
秘
書
類
纂
』
の
も
の
は
校
正
に
誤
り
が
多
い
か
ら
、
以
下
に
煩
を
厭
わ
ず
翻
刻
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
伊
地
知
一
等
出
仕
ロ
演
筆
記

　
　
国
号
　
国
号
ノ
如
キ
ハ
海
中
二
始
テ
毒
念
ヲ
見
出
シ
タ
ル
ト
キ
其
名
号
ヲ
択
ラ
ヒ
其
称
呼
ヲ
定
ル
等
ノ
事
ア
ル
ヘ
シ
、
我
力
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皇
国
上
古
ハ
種
々
ノ
国
号
モ
之
ア
リ
シ
ニ
、
中
古
日
本
ノ
称
号
ヲ
御
確
定
相
成
リ
タ
レ
ハ
、
今
更
ラ
何
ヲ
苦
ン
テ
国
号
ヲ
取
り
調

　
ヘ
ニ
及
フ
ヘ
キ
、
自
称
ハ
日
本
ト
称
シ
外
国
対
等
ノ
辛
口
ハ
大
日
本
ト
称
ス
ル
ハ
現
行
相
当
ナ
リ
、

国
体
　
天
祖
ノ
訓
諾
二
此
葦
原
ハ
吾
子
孫
可
王
難
地
天
壌
無
窮
云
々
、
此
訓
諮
ハ
万
世
不
抜
ノ
　
皇
基
ナ
リ
、
他
ノ
訓
詰
ハ
国
体
ノ

　
基
本
ト
為
ス
ニ
足
ラ
ス
、
但
シ
全
国
民
ヲ
治
ム
ル
政
体
ハ
、
君
主
専
制
ナ
リ
君
民
共
治
ナ
リ
、
共
和
政
治
ヲ
除
ク
ノ
外
陣
国
民
サ

　
へ
治
マ
レ
ハ
、
何
レ
ナ
リ
ト
モ
御
差
シ
支
ヘ
ハ
有
之
マ
ジ
、

三
種
神
器
右
等
・
ハ
取
調
様
モ
ア
ル
マ
ジ
、

太
政
天
皇
井
法
皇
　
仙
洞
二
思
為
入
直
土
ハ
太
政
天
皇
ノ
尊
号
ヲ
早
上
ス
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
、
法
皇
ノ
事
ハ
今
日
御
歴
代
ノ
院
号
サ
ヘ

　
モ
御
廃
止
ノ
時
ナ
レ
ハ
、
釈
氏
二
出
ル
法
号
等
ハ

　
皇
室
二
於
テ
ロ
ヲ
閉
チ
テ
可
ナ
リ
、

即
位
践
柞
宣
誓
儀
式
　
右
等
ハ
従
前
ノ
成
規
可
有
之
、

尊
号
　
天
皇
又
’
ハ
天
子
ト
尊
称
シ
奉
り
、
又
ハ
各
国
対
等
ノ
公
文
式
ハ
　
皇
帝
ト
称
謂
ヲ
定
メ
ラ
ル
レ
ハ
、
其
他
ハ
無
用
ナ
リ
、

改
元
　
神
武
紀
元
何
千
何
百
年
モ
民
間
通
用
ニ
ハ
少
シ
ク
難
渋
ナ
リ
、
漢
土
モ
明
代
ヨ
リ
一
代
一
元
ノ
制
ヲ
定
メ
、
清
朝
モ
亦
今
日

　
之
二
沿
襲
ス
、
其
制
頗
ル
倣
フ
ヘ
シ
、
　
御
維
新
後
一
代
一
元
ノ
姿
ナ
レ
ハ
、
此
レ
ニ
テ
当
然
ナ
ル
ヘ
シ
、
御
一
代
数
度
ノ
改
元

　
ハ
已
二
無
用
ナ
リ
、

設
号
　
近
世
ハ
白
河
家
二
御
委
任
ノ
様
二
覚
工
、
御
維
新
後
ハ
内
閣
ニ
テ
御
撰
三
景
当
然
ナ
リ
、

合
筆
神
聖
不
可
侵
云
々
　
西
洋
各
国
ハ
君
主
ノ
組
織
各
種
類
ア
リ
、
傍
テ
憲
法
ノ
首
二
国
母
ノ
語
ヲ
掲
出
ス
ル
コ
ト
一
理
ア
ル
ヘ

シ
、
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皇
国
ノ
臣
民
ハ
如
此
ノ
言
ハ
ロ
ヨ
リ
吐
キ
出
ス
モ
忌
マ
忌
マ
シ
キ
コ
ト
ナ
り
き

国
政
責
任
　
諸
省
卿
ノ
上
二
参
議
ア
リ
、
参
議
ノ
上
二
大
臣
ア
リ
、
．
大
臣
必
上
二
太
政
大
臣
ア
リ
、
其
上
二

聖
天
子
被
為
在
、
辱
ク
モ
万
機
御
親
裁
ア
ラ
セ
ラ
レ
候
ヘ
ハ
、
国
政
ノ
御
責
任
一
声
レ
多
ク
モ
．

聖
天
子
ノ
御
躬
二
有
之
ハ
勿
論
ナ
ル
ヘ
シ
、
故
二
古
ヨ
リ
年
凶
ナ
レ
ハ
御
膳
ヲ
減
シ
田
租
ヲ
免
セ
ラ
レ
、
寒
夜
ニ
ハ
御
衣
ヲ
脱
シ
テ

　
民
ノ
疾
苦
ヲ
位
マ
．
セ
ラ
レ
タ
ル
事
ハ
、
史
冊
二
載
セ
テ
昭
々
タ
リ
、
若
シ
．

天
皇
ユ
御
責
任
ナ
キ
時
ハ
　
帝
徳
ヲ
御
里
メ
被
遊
ニ
モ
及
サ
ル
ナ
リ
、
故
二
士
古
太
政
大
臣
ア
リ
、
　
帝
徳
ヲ
輔
佐
シ
奉
り
テ
陰
陽

　
ヲ
隻
理
ス
ル
ハ
我
固
有
ノ
国
体
ナ
リ
、

法
律
確
定
布
告
　
立
法
院
開
閉
　
右
岸
ノ
条
件
ハ
何
ノ
意
義
ナ
ル
ヤ
、
不
確
定
ノ
法
律
ハ
布
告
モ
相
成
ル
マ
シ
、
且
又
立
法
院
ト
称

　
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
、

陸
海
軍
総
統
便
宜
指
揮
　
兵
馬
ヲ
掌
握
ス
ル
ハ
素
ヨ
リ

皇
帝
ノ
大
権
ナ
リ
、
大
将
ト
錐
モ
　
帝
命
ヲ
待
タ
ス
シ
テ
兵
馬
ヲ
指
揮
ス
ル
ノ
権
ナ
シ
、

諸
官
吏
任
免
講
和
三
豊
　
今
已
二
官
吏
ヲ
勅
間
判
三
等
二
区
別
シ
テ
、
勅
授
黄
雲
ノ
品
等
ア
リ
テ
、
之
ヲ
任
免
ス
ル
編
成
式
ア
リ
、

　
講
和
結
約
ハ
国
家
ノ
大
事
ナ
リ
、
臨
機
二
特
命
全
権
使
節
ヲ
派
遣
シ
テ
之
ヲ
弁
理
ス
ル
其
大
権
ハ
平
日

皇
帝
ノ
御
掌
握
二
在
ル
ナ
リ
、

大
赦
特
赦
　
古
来
ヨ
リ
漢
土
ニ
モ
議
論
ア
リ
テ
、
謀
叛
人
甲
高
徒
党
ヲ
企
ル
カ
又
ハ
殺
人
等
ノ
事
ハ
大
赦
ヲ
為
サ
ス
、
御
維
新
ノ
際

　
二
大
赦
ヲ
行
フ
如
キ
ハ
我
邦
千
載
一
時
ニ
シ
テ
、
後
来
ノ
例
二
不
成
ナ
リ
、
今
後
如
此
ノ
大
赦
ヲ
行
フ
事
ア
ラ
バ
御
政
体
ハ
不
相

．
立
、
特
赦
ハ
格
別
ノ
事
ナ
ル
ヘ
シ
、
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貨
幣
聖
照
幣
貨
已
一
二
定
ノ
彫
刻
ア
リ
、
何
ソ
欧
洲
二
夢
合
シ
テ
　
聖
照
ヲ
彫
ル
ニ
及
ハ
ン
、

女
帝
男
統
女
統

　
皇
国
帝
系
ハ
男
擦
一
系
ナ
ル
故
二
、
万
世
無
窮
皇
統
連
綿
セ
リ
、
若
シ
女
統
ヲ
立
ツ
　
皇
統
直
チ
ニ
他
系
二
移
ル
、
此
レ
是
ヲ

　
皇
統
ヲ
絶
滅
ス
ル
ト
云
フ
、

帝
室
不
動
産

　
帝
室
ノ
御
歳
入
ヲ
恋
知
ン
為
メ
、
帝
俸
ナ
ト
・
称
シ
テ
御
入
用
ヲ
限
ル
ハ
　
朝
廷
ヨ
リ
自
ラ
縮
ム
ル
ナ
リ
、
維
新
ノ
後
人
民
ヨ
リ

　
上
二
向
ヒ
　
朝
廷
ヲ
縮
ム
ル
事
ハ
一
度
モ
之
レ
ナ
シ
、
皆
朝
廷
ヨ
リ
縮
メ
テ
此
内
到
ル
ナ
リ
、
或
ハ
言
フ
、
関
八
州
咽
塒
鰍
琳
ヲ
以

　
テ
五
畿
内
二
二
準
シ
、
八
州
ノ
歳
入
ヲ
以
テ
　
帝
室
ノ
御
歳
俸
二
上
テ
、
之
ヲ
　
帝
室
ノ
御
所
有
ト
取
り
極
ム
ル
ノ
説
モ
ア
ル
ヨ

　
シ
、
若
シ
右
等
ノ
説
ヲ
実
用
セ
シ
メ
ハ
　
帝
徳
幾
分
ノ
御
分
量
ヲ
節
限
シ
テ
、
凶
年
飢
歳
ノ
減
租
ノ

　
聖
詔
モ
御
所
有
ノ
畿
田
ノ
ミ
ニ
限
リ
テ
、

　
聖
心
ノ
及
フ
所
全
国
二
普
及
セ
サ
ル
ヘ
シ
、
古
へ
仁
徳
帝
ノ
頃
千
悔
ノ
富
ハ
朕
ノ
富
ナ
リ
ト
書
冊
ラ
レ
テ
、
減
租
ノ
　
聖
詔
モ
仰

　
出
サ
レ
シ
事
ヲ
千
年
来

　
帝
王
ノ
亀
鑑
ト
相
成
リ
目
出
度
事
ト
尊
ミ
、
明
治
ノ
御
代
川
リ
ハ
帝
俸
ト
申
ス
モ
ノ
定
リ
テ
、
御
所
有
外
ノ
地
ハ
縦
令
凶
年
ア
リ

　
ト
モ
御
撫
笹
不
相
成
ノ
姿
二
御
縮
ミ
被
成
候
義
ハ

　
祖
宗
ノ
御
国
体
二
対
シ
非
常
ノ
御
殿
損
ヲ
来
タ
シ
、
御
不
徳
御
不
孝
ヲ
参
事
候
事
二
相
成
候
事
二
相
成
リ
、
誠
二
以
テ
恐
催
千
万
、

　
言
語
ヲ
絶
シ
奉
ル
次
第
ナ
リ
、
左
レ
ハ
　
帝
室
御
歳
入
ハ
是
迄
通
リ
ニ
国
民
ヨ
リ
田
租
ノ
幾
分
ヲ
貢
納
致
サ
セ
、
　
帝
室
ノ
経
費

　
二
充
テ
ラ
レ
候
ハ
・
、
則
チ
万
世
ノ
御
祖
法
内
背
二
軸
ラ
レ
ス
、
誠
二
以
テ
自
選
度
御
事
ナ
リ
、
但
シ
額
ノ
多
寡
ハ
幾
重
ニ
モ
御

176



岩倉具視の奉畿局開設建議と宮内省諸規取調所

　
　
　
吟
味
相
成
リ
、
非
常
ハ
非
常
、
常
額
ハ
常
額
ト
区
分
ヲ
立
テ
候
テ
、
縦
令
ハ

　
　
　
皇
居
御
建
築
　
皇
城
御
修
繕
等
ハ
即
チ
臨
時
国
庫
ヨ
リ
支
弁
致
ス
ヘ
キ
ハ
無
論
、
猶
ヲ
国
ヲ
守
ル
ノ
陸
海
軍
費
ハ
国
庫
ヨ
リ
支
出

　
　
　
シ
テ
　
皇
帝
ヲ
安
ン
シ
奉
ル
、
　
皇
居
費
用
ハ
国
庫
ヨ
リ
支
出
セ
サ
ル
ノ
理
ナ
シ
、
此
理
ヲ
詳
明
ニ
ス
ル
ハ
国
家
憲
法
ノ
第
一
目

　
　
　
的
ナ
ル
ヘ
シ
、

　
　
右
条
件
重
立
二
選
ヲ
篤
ト
御
吟
味
ノ
上
二
御
定
メ
被
成
候
鵜
匠
、
其
他
小
細
条
件
ハ
幾
度
御
世
定
相
成
候
ト
モ
差
支
へ
有
之
間
敷
、

　
　
唯
我
国
固
有
ノ
本
体
ヲ
根
元
ト
シ
テ
憲
法
御
調
相
成
候
得
ハ
、
自
然
善
良
ノ
憲
法
モ
成
就
ス
ヘ
シ
、
若
シ
然
う
ス
シ
テ
徒
ラ
自
粛
ヲ

　
　
海
外
諸
国
二
求
ン
ト
ス
、
之
ヲ
無
精
神
ノ
憲
法
ト
ス
、

　
　
明
治
十
五
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
省
諸
規
取
調
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
嶋
誠
一
郎
筆
記

こ
の
「
口
演
筆
記
」
を
見
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
伊
地
知
自
身
も
は
や
憲
法
調
査
に
従
事
す
る
気
は
な
く
し
て
い
た
。
宮
嶋
は
、

　
、
傍
テ
篤
ト
伊
地
知
ノ
意
底
ヲ
考
察
ス
ル
ニ
、
同
氏
先
年
左
院
議
長
兼
参
議
タ
リ
シ
節
、
両
度
マ
テ
国
憲
取
調
ヲ
御
委
任
相
成
リ
候

　
　
テ
、
切
角
着
手
ノ
時
二
際
シ
忽
チ
議
院
廃
止
元
老
院
創
立
二
相
成
り
嵩
置
ハ
、
同
氏
参
議
ヲ
辞
職
シ
憲
法
取
調
モ
其
丈
閑
却
相
成
候

　
　
得
ハ
、
今
更
二
宮
内
省
御
用
掛
ノ
身
ヲ
以
テ
憲
法
編
纂
等
ノ
事
ハ
職
務
不
相
当
ノ
事
体
ユ
へ
、
此
度
ハ
内
閣
ヨ
リ
十
分
権
力
ア
ル
重

　
　
臣
帝
室
二
入
テ
担
任
致
ス
ベ
キ
ハ
当
然
ト
ノ
語
気
相
顕
レ
候
、

と
、
伊
地
知
の
心
境
を
推
し
量
っ
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
十
六
年
一
月
八
日
、
宮
嶋
が
徳
大
寺
宮
内
卿
を
訪
ね
て
事
σ
顛
末
を
伝
え
た
と

こ
ろ
、
徳
大
寺
も
は
じ
め
て
真
相
を
知
っ
た
様
子
で
、
　
「
最
初
二
此
事
ヲ
承
知
致
候
ハ
・
、
無
理
ナ
ル
望
モ
懸
ケ
サ
リ
シ
ニ
甚
タ
残
念
ノ
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事
ナ
リ
し
と
述
べ
た
と
い
う
。

　
か
く
し
て
諸
規
取
調
所
で
の
量
定
調
査
は
断
念
さ
れ
、
別
の
新
た
な
部
局
で
、
人
員
も
新
た
に
し
て
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
明
治
十
五
年
十
二
月
十
八
日
頃
宮
内
省
に
設
け
ら
れ
た
内
規
取
調
局
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
岩
倉
自
身
が
そ
の
総
裁
心
得
と
な
っ

た
。
そ
し
て
こ
こ
で
「
奉
儀
局
調
査
大
要
」
に
基
づ
い
た
本
格
的
な
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
因
み
に
、
内
規
取
調

局
の
各
種
辞
令
案
を
起
草
し
た
の
は
諸
君
取
調
所
で
あ
っ
た
が
、
諸
規
取
調
所
自
体
が
い
つ
廃
止
さ
れ
た
の
か
定
か
で
な
い
。
先
に
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

『
鉤
要
録
』
に
は
明
治
十
七
年
中
の
仕
事
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
頃
ま
で
は
存
続
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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五
　
結

言

　
「
帝
室
憲
法
起
原
」
の
末
尾
に
は
、
明
治
十
九
年
五
月
二
十
二
日
に
井
上
毅
が
宮
嶋
に
宛
て
た
次
の
よ
う
な
書
翰
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て

い
る
。

　
　
今
日
之
開
花
之
迄
二
当
リ
華
族
局
面
白
血
其
珍
書
を
秘
蔵
し
て
敢
而
他
人
に
示
さ
巡
る
も
の
あ
り
と
聞
く
よ
も
や
さ
る
事
も
あ
る
ま

　
　
し
け
れ
と
御
尋
合
せ
い
た
し
候

　
　
　
我
里
を
と
く
鳴
き
す
き
よ
郭
公
　
よ
そ
に
も
人
の
初
音
ま
つ
ら
む

　
　
　
大
宮
に
み
や
つ
か
へ
す
る
宮
人
よ
　
よ
し
あ
る
書
を
む
め
な
か
く
し
そ

　
　
五
月
二
十
二
日
　
　
　
　
　
　
井
上

　
　
宮
嶋
大
人
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こ
れ
は
今
ま
で
未
紹
介
の
書
簡
で
あ
り
、
し
か
も
「
口
演
筆
記
」
の
そ
の
後
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
当

時
の
井
上
は
宮
内
省
図
書
頭
の
職
に
あ
っ
た
が
、
明
治
十
八
年
か
ら
十
九
年
四
月
に
か
け
て
『
皇
室
制
規
』
と
か
『
帝
室
典
則
』
と
か
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

す
る
皇
室
法
草
案
に
意
見
を
加
え
て
お
り
、
皇
室
法
に
強
く
関
心
を
寄
せ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
そ
の
井
上
が
恐
ら
く
誰
か
か
ら
宮
嶋
の

手
元
に
は
皇
室
制
度
に
関
す
る
調
査
資
料
が
あ
る
に
相
違
な
い
と
聞
か
さ
れ
て
、
そ
れ
を
見
せ
て
く
れ
と
所
望
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
井
上

の
依
頼
に
答
え
て
宮
嶋
が
伊
地
知
の
「
口
演
筆
記
」
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
後
日
井
上
は
、
伊
地
知
の
卓
見
を
絶
賛
し
、
且
つ
宮
嶋
の
好
意

に
感
謝
し
た
。
　
「
帝
室
憲
法
起
原
」
に
は
続
け
て

　
　
右
内
閣
ヨ
リ
請
求
シ
来
り
シ
ニ
、
不
思
議
ニ
モ
此
日
（
十
九
年
五
月
二
十
二
日
伊
地
知
伯
爵
去
）
伊
地
知
伯
物
故
シ
テ
世
ヲ
辞
セ
リ
、

　
　
他
日
井
上
余
ヲ
訪
ヒ
日
ク
、
実
二
彼
伯
ノ
卓
見
目
盛
範
ノ
根
元
ニ
シ
テ
不
朽
ノ
確
言
ト
云
フ
ヘ
シ
、
余
不
肖
ト
錐
モ
此
精
神
ヲ
取
テ

　
　
尽
力
セ
ン
ト
ス
、
誠
二
貴
兄
ノ
賜
ナ
リ
云
々
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
井
上
は
伊
地
知
の
意
見
に
対
し
て
「
卓
見
」
　
「
二
丈
ノ
根
元
」
　
「
不
朽
ノ
確
言
」
と
、
面
映
ゆ
く
な
る
よ
う
な
美
辞
麗
句

を
呈
し
て
い
る
が
、
い
っ
た
い
井
上
は
伊
地
知
の
意
見
の
ど
こ
が
さ
よ
う
に
優
れ
て
い
る
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
伊
地
知
は
取
り
上
げ

た
問
題
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
的
確
な
判
断
を
下
し
て
い
る
の
で
、
井
上
は
伊
地
知
の
意
見
全
般
に
亘
っ
て
賛
辞
を
呈
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
け
れ
ど
も
、
憶
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
井
上
は
特
に
最
後
の
女
帝
問
題
と
帝
室
不
動
産
問
題
に
対
す
る
伊
地
知
意
見
に
こ
そ
最
も

感
銘
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
と
な
れ
ば
、
第
一
に
、
女
帝
を
容
認
す
る
皇
室
法
草
案
『
皇
室
制
規
』
に
対
し
て
井
上
も
女
帝
否
認

の
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
皇
有
地
設
定
を
主
張
す
る
政
府
要
人
の
見
解
に
対
し
井
上
は
伊
地
知
同
様
に
血
止
地
即
ち
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

有
地
と
す
る
立
場
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
伊
地
知
の
見
解
は
、
当
時
井
上
が
論
拠
と
ル
て
い
た
女
帝
否
認
の
理
由
、
五
畜
地
即
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官
有
地
と
す
る
理
由
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
井
上
は
伊
地
知
の
説
に
よ
り
ま
す
ま
す
自
説
を
強
固
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
岩
倉
が
内
規
取
調
局
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
伊
地
知
が
皇
室
法
起
草
に
従
事
す
る
余
地
は
な
く
な
っ
た

け
れ
ど
も
、
井
上
と
い
う
よ
き
理
解
者
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
伊
地
知
も
以
て
瞑
す
べ
し
で
あ
る
、

　
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
如
上
の
考
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
岩
倉
の
奉
儀
局
開
設
建
議
と
そ
の
調
査
大
．
要
は
不
十
分
な
が
ら
も

諸
山
取
調
所
に
継
承
さ
れ
て
、
そ
の
後
は
内
規
取
調
局
に
於
け
る
「
皇
族
令
案
」
、
そ
れ
か
ら
岩
倉
没
後
設
置
さ
れ
た
制
度
取
調
局
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

「
皇
室
制
規
」
に
と
生
き
続
け
た
。
明
治
十
九
年
末
以
降
に
は
、
岩
倉
の
奉
儀
局
調
査
大
要
の
校
正
を
し
た
柳
原
前
光
が
精
力
的
に
皇
室

法
起
草
に
従
事
し
、
　
「
政
府
人
民
二
関
ス
ル
」
憲
法
と
は
別
個
に
「
帝
室
二
関
ス
ル
」
法
規
を
制
定
す
る
と
い
う
岩
倉
の
意
見
が
踏
襲
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
置
皇
室
典
範
と
窓
法
が
制
定
さ
れ
た
そ
の
日
、
岩
倉
の
墓
所
に
勅
使
が
差
遣
さ
れ
て
、
皇
室
典
範
を
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

し
憲
法
を
発
布
で
き
た
の
は
「
専
汝
命
乃
大
功
績
」
で
あ
る
と
大
命
を
宣
べ
た
が
、
こ
れ
は
決
し
て
単
な
る
麗
辞
で
は
な
か
っ
た
。

　
（
付
記
）
　
本
稿
は
、
平
成
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
［
般
㈲
）
及
び
同
年
度
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
研
究
助
成
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

　
　
　
　
部
で
あ
る
。

　
注

　
（
－
）
宮
沢
俊
義
『
皇
室
法
』
（
昭
和
十
三
年
、
貝
本
評
論
社
）
三
頁
以
下
、
ま
た
小
嶋
和
司
『
明
治
典
憲
体
制
の
成
立
』
（
一
九
八
八
年
、
木
鐸
社
）

　
　
　
四
四
三
頁
参
照
。

　
（
2
）
　
前
掲
書
七
九
頁
以
下
。

　
（
3
）
　
大
石
真
「
井
上
の
憲
法
私
案
に
つ
い
て
」
『
國
學
院
法
学
』
第
十
九
巻
第
二
号
。

　
（
4
）
、
梧
陰
文
庫
班
男
会
編
『
栢
陰
文
寧
影
印
一
4
明
治
皇
宕
雷
甕
願
例
定
盤
史
」
（
昭
和
五
十
七
年
か
養
成
出
版
）
四
八
O
頁
。
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（
5
）
　
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
の
伊
藤
博
文
関
係
文
書
、
黒
田
清
隆
関
係
文
書
、
宮
嶋
誠
一
郎
関
係
文
書
な
ど
に
写
本
が
あ
る
。
『
秘
書
類
纂

　
　
憲
法
資
料
』
下
巻
（
昭
和
四
十
五
年
復
刻
、
原
書
房
）
四
八
二
頁
以
下
や
『
岩
倉
公
実
記
』
下
巻
（
昭
和
四
十
三
年
、
原
書
房
）
五
二
七
頁
以
下

　
　
に
翻
刻
が
あ
る
が
、
文
字
の
異
同
や
校
正
ミ
ス
が
多
い
。

（
6
）
　
小
嶋
前
掲
書
一
一
九
頁
以
下
、
拙
稿
「
明
治
皇
室
典
範
制
定
史
の
基
礎
的
考
察
」
　
『
國
學
院
大
学
紀
要
』
第
二
十
二
巻
一
二
六
頁
以
下
、
前
掲

　
　
「
梧
陰
文
庫
影
印
一
明
治
皇
室
典
範
制
定
前
史
』
四
八
一
頁
以
下
。

（
7
）
　
大
久
保
利
謙
『
岩
倉
具
視
』
（
一
九
九
〇
年
増
補
版
、
中
公
新
書
）
「
＝
八
頁
以
下
。

（
8
）
　
井
上
毅
「
上
寺
主
相
意
見
書
」
。
前
掲
『
梧
陰
文
庫
影
印
－
明
治
皇
室
典
範
制
定
前
史
』
四
九
頁
以
下
及
び
四
二
九
頁
以
下
参
照
。

（
9
）
　
同
右
『
梧
陰
文
庫
影
印
－
明
治
皇
室
典
範
制
定
前
史
』
六
〇
頁
以
下
及
び
四
三
五
頁
以
下
参
照
。

（
1
0
）
　
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
。
ま
た
そ
の
写
し
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
も
あ
る
。
以
下
に
「
国
憲
編
纂
元
老
院
宮
内
省
分
権
之
大
旨
」
を
掲
げ
る
か

　
　
ら
、
　
『
秘
書
類
纂
』
所
収
の
文
章
と
適
宜
比
較
さ
れ
た
い
。
　
「
明
治
七
年
五
月
御
採
決
二
郷
テ
国
憲
編
纂
ヲ
左
院
議
長
兼
参
議
伊
地
知
正
治
君
二

　
　
担
当
被
仰
付
同
人
従
事
セ
シ
ニ
、
八
年
元
老
院
創
立
ノ
際
二
当
リ
同
人
辞
表
進
達
、
右
編
纂
中
止
セ
リ
、
然
ル
ニ
九
年
暑
中
休
暇
ノ
頃
三
条
公
北

　
　
海
道
巡
回
ノ
留
守
、
岩
倉
右
府
代
理
ト
シ
テ
政
務
ヲ
管
掌
セ
ラ
レ
、
右
国
憲
編
纂
ヲ
元
老
院
山
外
シ
テ
更
二
命
セ
ラ
レ
シ
ナ
リ
、
然
ル
ニ
此
編
纂

　
　
帝
室
二
関
ス
ル
分
ト
政
府
二
関
ス
ル
分
ト
ヲ
一
件
振
リ
分
テ
細
川
津
田
等
ノ
議
官
編
纂
シ
、
政
府
人
民
二
関
ス
ル
分
ハ
内
閣
昌
進
達
シ
、
　
帝
室

　
　
ノ
分
ハ
起
草
ノ
儘
岩
倉
手
許
二
差
出
セ
リ
、
因
テ
此
草
案
ヲ
柳
原
幹
事
岩
倉
ノ
書
記
ト
為
テ
校
正
シ
テ
岩
倉
ヨ
リ
宮
内
二
建
言
セ
ラ
ル
・
ナ
リ
、

　
　
右
府
ノ
意
見
置
潮
国
憲
定
立
ハ
廟
堂
二
於
テ
大
臣
参
議
ヲ
御
選
任
ニ
テ
大
二
論
定
ス
レ
ハ
、
当
分
宮
中
二
於
テ
古
書
ヲ
穿
整
シ
テ
一
史
料
ヲ
作
り

　
　
考
証
二
備
フ
ル
当
然
ト
ノ
事
ナ
リ
、
伊
地
知
氏
此
編
纂
ノ
全
体
写
歴
着
手
セ
ス
、
現
今
数
ケ
条
内
廷
ノ
事
ノ
急
ニ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
抜
葦
シ
テ
編
纂

　
　
セ
ン
ト
ス
、
　
明
治
十
三
年
九
月
二
十
九
日
考
按
、
　
宮
嶋
誠
一
郎
識
」
。

（
1
1
）
小
塙
前
掲
書
七
四
頁
や
『
梧
陰
文
庫
影
印
i
明
治
皇
室
典
範
制
定
前
史
』
四
三
〇
頁
。

（
1
2
）
　
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
三
（
一
九
七
五
年
、
塙
書
房
）
八
八
頁
。

（
1
3
）
　
西
村
捨
三
の
伊
藤
博
文
宛
書
簡
。
　
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
六
、
三
三
二
頁
。

（
1
4
）
　
明
治
文
化
全
集
第
｝
巻
『
憲
政
篇
』
（
昭
和
三
十
年
改
版
、
日
本
評
諭
新
社
）
三
四
四
頁
。

（
1
5
）
　
最
近
、
北
海
学
園
大
学
の
坂
本
一
登
氏
を
介
し
て
、
宮
嶋
誠
一
郎
の
令
孫
吉
亮
氏
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
近
々
、
誠
一
郎
の
残
し
た
膨
大
な
日

　
　
記
を
見
せ
て
貰
う
事
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
精
査
す
れ
ば
、
諸
規
取
調
所
の
こ
と
が
か
な
り
具
体
的
に
知
ら
れ
、
内
規
取
凋
局
と
の
関
連
や
廃
止
の

181



　
　
時
期
な
ど
も
明
ら
か
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
6
1
）
前
掲
『
梧
陰
文
庫
影
印
－
明
治
皇
室
舞
制
定
前
史
』
四
八
責
以
下
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

（
1
7
）
　
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
し
く
触
れ
る
ゆ
と
り
は
な
い
か
ら
、
女
帝
問
題
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
小
林
宏
「
井
上
毅
の
女
帝
廃
止

　
　
論
一
皇
室
典
範
第
一
条
の
成
立
に
関
し
て
一
」
　
（
目
陰
文
庫
研
究
会
編
『
明
治
国
家
形
成
と
井
上
毅
』
　
一
九
九
二
年
、
木
鐸
社
）
や
拙
稿

　
　
「
『
万
世
一
系
の
天
皇
』
に
つ
い
て
」
（
『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
六
号
）
を
、
ま
た
帝
室
不
動
産
問
題
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
井
上
毅

　
　
の
シ
ラ
ス
論
註
解
一
帝
国
憲
法
第
一
条
成
立
の
沿
革
1
」
（
前
掲
『
明
治
国
家
形
成
と
井
上
毅
』
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
8
）
　
岩
倉
の
「
奉
儀
局
調
査
大
要
」
が
内
規
取
調
局
に
も
制
度
取
調
局
に
も
伝
え
ら
れ
、
調
査
の
準
拠
と
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
前
掲
拙
稿
「
明
治
皇

　
　
室
典
範
制
定
史
の
基
礎
的
考
察
」
に
論
じ
て
あ
る
。

（
1
9
）
前
掲
『
岩
倉
公
実
記
』
下
巻
、
一
〇
二
二
頁
以
下
。
な
お
『
明
治
天
皇
紀
』
第
七
（
昭
和
四
七
年
、
吉
川
弘
文
館
）
二
一
〇
頁
に
は
「
初
め
勅

　
　
使
を
具
視
等
の
墓
に
遣
は
さ
ん
と
し
た
ま
ふ
や
、
宮
内
大
臣
子
爵
土
方
久
元
、
当
日
諸
儀
式
の
行
は
る
・
あ
り
て
宮
中
繁
忙
を
極
む
る
の
故
を
以

　
　
て
、
之
を
次
日
に
譲
り
た
ま
は
ん
こ
と
を
奏
せ
し
も
、
天
皇
聴
し
た
ま
は
ず
、
命
ず
る
に
当
目
必
ず
勅
使
を
発
す
べ
き
こ
と
を
以
て
し
た
ま
ふ
、

　
　
久
堅
塁
些
し
て
命
を
拝
す
、
捕
り
て
即
日
此
の
儀
あ
り
」
と
あ
っ
て
、
明
治
天
皇
が
勅
使
差
遣
を
強
く
迫
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。


